
「いばらき高齢者プラン21 第７期」における目標値（案）について
第６期プラン 現状値 第７期プラン目標値（案）

該当ページ 編 節
該当ページ
（原案） (H28年度末) （H32年度（2020年度））

1 76 継続 55 シルバーリハビリ体操指導士養成数（累計） 7,803人 11,000人

2 ― 新規 57
2020年の要介護度４以上の高齢者数
（施策を展開しない場合の自然体推計）

28,000人
（28,000人）

31,000人
（32,000人）

3 ― 新規 58 健康寿命の延伸
男性：71.66年
女性：75.26年

（H25）

男性：73.32年
女性：76.62年

（H35）

4 80 継続 58 自分は健康だと思っている人の割合 75.5% 85.0%（H35）

5 80 継続 58 ヘルスロードの指定距離 1,171.1km 1,500km（H35）

6 82 継続 61 1回30分以上，週2回以上の運動を1年以上継続している人の割合
男性　35.1%
女性　27.7%

(H28)

男性　36.9%
女性　29.0%

（H35）

7 82 継続 61 いばらき健康づくり支援店登録数 934店舗 1,450店舗（H35）

8 77 継続 61 食生活改善推進員数 4,517人(H28.7) 5,000人（H35）

9 82 継続 61 禁煙認証施設数 6,107施設 9,000施設（H35）

10 ― 新規 61 地域ケア会議等における管理栄養士・栄養士の活用市町村数 ２市町村 27市町村

11 ― 新規 62 64歳で24本以上，自分の歯を持つ人の割合 56.4%（H27） 65%（H35）

12 83 継続 62 80歳で20本以上，自分の歯を持つ人の割合 41.0%（H27） 50%（H35）

13 88 継続
リハビリテーションの推
進

69 地域ケア会議等におけるリハビリテーション専門職の活用市町村数 16市町村 44市町村

14 92 継続 高齢者の社会参加の促進 74 元気シニアバンクの登録件数（活動者数） 193件 250件

15 ― 新規 高齢者の就労促進 79 希望者全員が65歳以上まで働ける企業の割合 82% 91%

16 ― 新規 84 協議体（第２層・生活圏域）の議論により開始した支え合い活動数 ― 440件

17 ― 新規 84 買物支援等実施市町村数 ７市町村 24市町村（H31）

18 106 継続 101 認知症サポーター養成人数（累計） 171,651人 284,300人

19 106 継続 101 認知症介護アドバイザー養成人数（累計） 1,598人 2,400人

20 108 継続 103 認知症サポート医養成人数（累計） 64人 176人

21 108 継続 103 かかりつけ医認知症対応力向上研修受講者数（累計） 804人 1,000人

22 ― 新規 103 歯科医師認知症対応力向上研修受講者数（累計） ― 500人

23 ― 新規 103 薬剤師認知症対応力向上研修受講者数（累計） ― 900人

24 108 継続 103 認知症疾患医療センター数 13箇所（H29） 13箇所（現状維持）

25 ― 新規 105 看護職員認知症対応力向上研修受講者数（累計） 186人 990人

26 108 継続 105 一般病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修受講者数（累計） 947人 3,600人

27 ― 新規 107 認知症介護基礎研修受講者数（累計） 250人 1,200人

28 111 継続 107 認知症介護実践者研修受講者数（累計） 4,976人 6,200人

29 111 継続 107 認知症介護実践リーダー研修受講者数（累計） 692人 860人

30 111 継続 107 認知症介護指導者養成研修受講者数（累計） 35人 39人

31 ― 新規
認知症の人の介護者への
支援 110 認知症カフェ設置市町村数 ６市町村 44市町村

32 116 継続 113 徘徊ＳＯＳネットワーク整備市町村数 29市町村 44市町村

33 ― 新規 113 徘徊模擬訓練実施市町村数 ４市町村 20市町村

34 122 継続 120 早期発見・見守りネットワーク構築市町村の割合 68.2%(H27年度末) 80.0%

35 122 継続 120 保健医療福祉ｻｰﾋﾞｽ介入支援ネットワーク構築市町村の割合 54.5%(H27年度末) 65.0%

36 122 継続 120 関係専門機関介入支援ネットワーク構築市町村の割合 43.2%(H27年度末) 60.0%

37 64 継続 130 看護小規模多機能型居宅介護事業所数 ６箇所 19箇所

38 64 継続 130 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所数 ８箇所 19箇所

39 132 継続 132 特別養護老人ホームの整備床数
14,842床（H29年度末

見込み）
16,209床

＜H29.12.18暫定値＞

40 132 継続 132 介護老人保健施設の整備床数
11,348床（H29年度末

見込み）
12,291床

＜H29.12.18暫定値＞

41 ― 新規 132 介護医療院の整備床数 ―
0床

＜H29.12.18暫定値＞

42 132 継続 132 介護療養型医療施設の整備床数
554床（H29年度末見込

み）
554床

＜H29.12.18暫定値＞

43 136 継続 135 養護老人ホームの必要床数 920床 920床

44 137 継続 135 軽費老人ホームの必要床数 1,684床 1,684床

45 137 継続 135 経過的軽費老人ホームの必要床数 100床 100床

46 46 継続 141 地域包括支援センター数 148箇所 152箇所

47 46 継続 141 地域ケア会議開催市町村数 40市町村 44市町村

48 143 継続 介護人材需給推計 145 介護職員数（需要）　※調整中 40,457人（H28） ※調整中

49 149 継続 150 介護支援専門員数 3,240人 3,750人

50 150 継続 152 医師数　※調整中 5,513人（H28.12） ※調整中

51 151 継続 153 看護職員就業数 26,713.6人（H28.12） 30,044人（H35）

52 ― 新規 171 退院支援を実施している診療所・病院数（人口10万人あたり） 17.4箇所（H27） 19.7箇所（H35）

53 ― 新規 171 訪問診療を実施している診療所・病院数　※調整中 360箇所（H27） ※調整中

54 ― 新規 171 訪問看護事業所数（人口10万人あたり） 5.2箇所（H27） 7.9箇所（H35）

55 ― 新規 171 在宅療養支援歯科診療所数（人口10万人あたり） 23.5箇所（H28） 39.5箇所（H35）

56 ― 新規 171 在宅訪問実施薬局数（人口10万人あたり） 12.4箇所（H28） 19.7箇所（H35）

57 ― 新規 171 在宅療養後方支援病院の届け出機関数（人口10万人あたり） 0.7箇所（H28） 1.8箇所（H35）

58 ― 新規 171 看取り数（死亡診断のみの場合を含む・人口10万人あたり） 720.4人（H27） 787.8人（H35）

59 ― 新規 173 医療提供施設等グループ化推進事業による「在宅医療グループ数」 12グループ（H29） 54グループ

60 ― 新規 173
医療ＩＣＴの導入による効率的な訪問看護の提供（１人あたりの週の訪問回数）
※サービスの質を落とさず効率的に提供

４回（H29） ３回

61 ― 新規
ユニバーサルデザインに配慮
した生活環境の整備 191 重点整備地区の県及び市町村管理道のバリアフリー化率 61.6% 69.2%（H31）

62 ― 新規
多様な高齢者向け「住まい」
の整備と情報の提供 197 高齢者の居住する住宅の一定のバリアフリー化率 36.6% 75%（H37）

章
項目数

第７期プラン
第７期プラン目標項目（案）

健康で”はつ
らつ”と暮ら
す環境づくり

第
１
章

生活支援サー
ビスの充実

第
３
章

第
１
編

生活支援対策の推進

介護予防と重度化防止対
策の推進

健康づくりの推進

第
２
章

誰もが”いき
いき”と社会
参加できる環
境づくり

地域密着型サービスの充
実

施設サービス等の充実

地域包括支援センターの
機能強化

高齢者が地域
で暮らし続け
られる環境づ
くり

第
２
編

認知症への理解を深める
ための普及・啓発の推進

認知症の容態に応じた適
時・適切な医療・介護等
の提供

認知症の人を含む高齢者
にやさしい地域づくりの
推進

認知症の人と
家族を地域で
支える環境づ
くり

第
１
章

第
２
章

いつまでも自
分らしく暮ら
せる環境づく
り

高齢者虐待防止対策の推
進

第
５
編

人にやさしい
まちづくり

第
２
章

在宅医療の提供体制
在宅医療の提
供体制づくり

第
１
章

県の行う在宅医療・介護
連携推進事業の取組み

医療と介護が
連携する地域
社会づくり

第
２
章

第
４
編

第
１
章

専門的人材の養成・確保

質の高い人材
の確保と介護
サービスの提
供

第
２
章

第
３
編
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